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研究成果の概要（和文）：中世前期の諏訪信仰は、種々多様な文化伝承を媒体として流布・展開した。本研究で
は、その実相を解明するため、当時における諏訪信仰の主流を担った信州・諏訪上社の大祝諏訪氏に関わる伝承
について考察した。まずは、『諏訪上社物忌令』や『大祝諏訪信重解状』などといった、鎌倉時代に成立した大
祝家ゆかりの文献類を再検討した。さらには、大祝家文書に含まれる新出のテキストについても調査を進め、大
祝家独自の諏訪伝承の諸相や当家と関わる信仰文化の実情を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Early medieval Suwa worship spread and developed through various kinds of 
cultural traditions. In order to elucidate this, this research examined the traditions of the Suwa 
Kamisha shrine (Shinshu)：which occupied the center of Suwa worship at the time：related to the 
Ohori Suwa clan. First, I re-examined Kamakura period Ohori-related texts such as Suwakamisha 
bukkirei (Suwa Kamisha Shrine Purification Order) and Ohori Suwa no bushige gejo (Ohori Suwa 
Nobushige Report). I also surveyed newly discovered textual material included in Ohori ke monjo 
(Ohori Family Documents), making clear the Suwa traditions unique to the Ohori family and its 
religious culture.

研究分野： 日本文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
従来、中世期における諏訪信仰に関する研

究は、主に歴史学の分野からその実態を探る
考察が進められてきた。たとえば、中世前期
の得宗家の御内人である諏訪氏の動向を明
らかにする研究や中世後期の室町幕府奉行
人を世襲した京都諏訪氏の実像に関する考
察などがそれに該当するものであろう。すな
わち、諏訪神党に連なる氏族たちの事績を検
することによって、彼らが奉じた信仰の実相
にアプローチするという手法が諏訪研究の
主流を占めてきたのである。が、中世期の諏
訪信仰は、諏訪神党による布教活動そのもの
よりも、独自の神事や祭祀に伴って展開した
さまざまな文化事象を介して流布していっ
たケースが多い。そして、その媒体となった
のが、諏訪の縁起や垂迹および神事・祭祀に
まつわる伝承を記載したテキスト類である。
このことから、中世期における諏訪信仰の研
究は、諏訪神党の史実上の活動とともに、彼
らが関わった文化伝承の事例について、個々
にその実像を明らかにしてゆく必要がある
と判断される。 
しかしながら、これまでの諏訪の縁起や祭

祀伝承の研究は、『諏訪史 第三巻』（宝月圭
吾執筆分、諏訪教育委員会、1954 年 3月）や
伊藤冨雄著『諏訪円忠の研究』（諏訪地方文
化研究会編、1965 年 10 月）が南北朝時代に
足利幕府に仕えた諏訪円忠に注目して以来、
彼が制作したという『諏訪大明神画詞』を軸
とした検討がなされてきた。同書は諏訪社の
縁起や神事が体系的に説明されて情報量が
多いこともあり、一級資料として偏重されて
きたものである。ただし、同書の教義内容に
ついては、そのすべてが諏訪信仰の本義に基
づいているかどうかは不明で、たとえば、『画
詞』よりも 120 年ほど遡る嘉禎 4年(1238)の
奥書を持つ『諏訪上社物忌令』や同じく鎌倉
時代に成立した『陬波御記文』『陬波私注』
は、それぞれ『画詞』とは異なる諏訪大明神
（陬波大王）の前生譚を伝えている(二本松康
宏「諏訪縁起と『諏訪の本地』―甲賀三郎の
子どもたちの風景―」<中世文学と隣接諸学 3
『中世の寺社縁起と参詣』所収、竹林舎、2013
年 5 月)。そもそも『画詞』を携えた円忠の
一族である京都諏訪氏は、信州在地の大祝諏
訪氏の分家のひとつに過ぎない。それならば、
彼らの持つテキストは、分家の実相を反映し
た範疇であることが予想されよう。 
このことについて、研究代表者の二本松康

宏は、司会兼パネラーとして登壇した伝承文
学研究会平成 25 年度大会公開シンポジウム
「諏訪信仰と伝承文学」(於：長野県短期大
学、2013 年 9月 7日) において言及し、京都
諏訪氏は中先代の乱の後に台頭した後発的
な一族であることから、彼らが携えた諏訪信
仰は傍流的要素が強いことを指摘した。さら
に、諏訪研究においてより注目すべきは、乱
以前に諏訪信仰の主流を担っていた信州・諏
訪上社の大祝諏訪氏の伝承であることを提

言した（シンポジウムの成果は「諏訪縁起の
変容―陬波大王から甲賀三郎へ―」<『諏訪
信仰の中世』所収、福田晃・徳田和夫・二本
松康宏編、三弥井書店、2015 年 9 月>にまと
めて公刊した）。 
以上のような諏訪研究の現状を鑑みて、本

研究では、これまで十分な検討がされてこな
かった大祝諏訪氏所縁の諏訪伝承について、
『画詞』以外の同家と関わる縁起・祭祀資料
の見直しおよび新たな諏訪関連資料の発
掘・蒐集を行うことにした。さらに、その成
果を踏まえて、本研究の研究代表者および研
究分担者が、各自の専門分野に反映してその
研究を進展させつつ、中世前期の諏訪信仰の
実相を明らかにする考察を進めてゆくこと
とした。 
 
２．研究の目的 
主に中世前期の大祝諏訪氏伝来とされる

テキストや文書について取り上げ、当家所縁
の諏訪伝承を検証することによって、当時の
諏訪信仰の実相にアプローチすることを目
指した。前述のように、従来の諏訪研究史は、
諏訪氏をはじめとする諏訪神党の一族につ
いて、その史実上の事績をたどることを主な
手法としていた。それに対して、本研究では、
中世期の諏訪信仰がさまざまな文化伝承を
媒体として展開していたことに注目し、まず
は中世前期における大祝諏訪家伝来のテキ
ストや文書を中心に調査を進め、諏訪信仰の
本流を担う同家所縁の諏訪伝承の検証を試
みた。 
その際、大祝家文書に含まれる新出資料の

発掘・蒐集も並行して行い、諏訪の縁起や祭
祀伝承に関する新たな情報を整理して分析
した。さらには、大祝家所縁の諏訪上社にお
ける主要神事である贄鷹について、関連資料
としての鷹書に注目し、放鷹文化の視座から
同家の神事に関する伝承を考察した。以上の
ような研究成果を以て、今後の中世諏訪信仰
の研究に資する新たな知見の提供を目指し
つつ、『画詞』に依拠して諏訪信仰全体の本
質を探ろうとする従来の研究方法の偏向を
是正して、人文学分野における新しい諏訪研
究の可能性を提示することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は、研究代表者の二本松康宏および

研究分担者の永松敦・中澤克昭・二本松泰子
の 4人が発起人となって立ち上げた「中世前
期諏訪信仰研究会」での活動を基盤として進
める。具体的には、年間 3～4 回の割合で定
例会を開催し、前掲の『諏訪上社物忌令』や
奥書に宝治 3年(1249)の年紀が見える『大祝
諏訪信重解状』をはじめとして、大祝家文書
に含まれる中世前期のテキスト類を輪読し
てゆく。また、鎌倉諏訪氏と関わった金澤称
名寺の僧侶の著とされる『陬波御記文』『陬
波私注』(いずれも鎌倉後期成立)や法然の孫
弟子に当たる敬西房信瑞が建長8年(1256)に



執筆したとされる『広疑瑞決集』などの、同
時代の仏教系の諏訪テキストも参考資料と
して併読する。それらに見える諏訪の縁起伝
承や教義との比較作業を通して、大祝家所縁
の諏訪伝承の特性や独自性を相対的に明ら
かにしてゆく。さらに、輪読以外にも、諏訪
信仰に関する研究業績を持つさまざまな分
野の研究者を毎回の定例会にゲスト講師と
して招聘し、各講師の研究成果のレクチャー
を受けて、諏訪研究に関する知見を広げてゆ
く。 
また、在地の風景の中で生成された諏訪信

仰の諸相を明らかにするため、長野県諏訪
市・茅野市に点在する諏訪大社関連遺跡の見
学や南九州地域における諏訪信仰の遺跡調
査および長野県南佐久郡小海町の松原諏訪
神社における御射山祭りや長野県佐久市の
新海三社神社のフィールドワークを実施す
る。 
 そのほか、諏訪市博物館寄託の大祝家文書
に含まれる新出のテキスト類の調査を進め
ることによって、諏訪信仰の実相に関わる新
たな情報を収集してゆく。さらに、大祝庶家
である京都諏訪氏の鷹術について、同氏に伝
来した鷹書を手がかりに実相を検証し、その
成果を踏まえた上で諏訪上社における贄鷹
の神事について明らかにする。 
 
４．研究成果 
 主なものとしては、(1)『諏訪上社物忌令』
における諏訪の殺生観についての考察、(2) 
長野県南佐久郡小海町の松原諏訪神社にお
ける御射山祭についてのフィールド調査、
(3) 『諏訪信重解状』と大祝家文書について
の文献調査、(4)諏訪上社の贄鷹の神事に関
する鷹書の調査によるそれぞれの成果が挙
げられる。なお、いずれも諏訪上社の大祝諏
訪氏に関連する研究成果である。具体的には
以下の通り。 
(1) 『諏訪上社物忌令』は、先述のように嘉
禎 4年の奥書を持ち、現存する物忌令のなか
では最古の部類に入るとされる。内容的には、
死穢と産穢が中心で、そのほかは、神人の罪
科に関する記事が見られる。他の神社の物忌
令、例えば、鎌倉初期に成立したとされる『諸
社禁忌』と比較すると、肉食に関する禁忌が
全く存在しないと言ってよい。例えば、「鹿
食」の項目を設け、伊勢大神宮以下、21 社の
禁忌の日数を記しており、7 日～100 日ほど
設けられている。ただ、同書には諏訪社に関
する記録はない。『諏訪上社物忌令』には、
肉食の禁忌の記載はなく、「当社の御贄のか
からぬ物共」から始まり、熊・猿・ゆわな（岩
魚）・山鳥の 4 種を掲げる。熊は権現垂迹で
あり、猿は羅漢果を得た仏体であるとし、ゆ
わなは登竜門の魚、山鳥は山の神のかたちで
あるからとされる。イワナを登竜門の魚とみ
るのは清流にしか生息しないためかと思わ
れるが、山鳥を山の神の姿と見る思想は、現
在の猟師にも認められるところである。熊は

熊野権現に通じ、猿は比叡山の信仰ともつな
がる。猿については、九州地方では広く山の
神の化身だという信仰は根強く、猟師の間で
は、猿を標的にすることはほとんどない。と
ころが、東日本では猿を食する習慣があり、
近世の越中富山では薬種として利用されて
いる。諏訪社では猿を贄としないことを強調
している点、極めて興味深い。また、山鳥の
羽に関して言えば、九州山間部では、魔除け
として玄関に飾る習慣がある。この 4種以外
の猪鹿水魚（ちょろくすいぎょ）は贄として
用い、「業尽有情 雖放不生 故宿人中 同
証仏果」の四句偈をもって、人の体に入るこ
とによって成仏させると説く。つまり、諏訪
社においては肉食に対する禁忌はほぼ皆無
ということになる。敢えていうならば、熊・
猿・ゆわな（岩魚）・山鳥の 4 種だけは神仏
の化身であるため、贄として用いてはならな
いという禁忌が存在するのであって、食用と
することで穢れとなる思想があったという
ことにはならない。以上のような『諏訪上社
物忌令』に見える諏訪の特殊な殺生観を読み
解くことによって、大祝家独自の禁忌に関す
る諏訪の教義を窺い知ることができた。 
(2)長野県南佐久郡小海町における松原諏訪
神社の御射山祭りをフィールドワークして、
穂屋を実見することができた。「山宮大神社」
と銘のある小さな石の祠に茅の屋根（穂屋）
が被さっているもので、形状としては、奄美
大島のショチョガマのミニチュア版と言え
よう。同じ茅の祠としては、宮崎県椎葉村の
冬まつりの神楽に際しての神祭りにも見ら
れる形態である。もし、この穂屋の形状が中
世の諏訪信仰の形を継承したとするのであ
れば、中世諏訪の摂社・末社である磯並社や
所末戸社などが小さな石の祠であることの
謎が解ける。神祭りの際に、茅の覆いを伴っ
た状態で、祭祀がなされていた可能性もある
のではないだろうか。このような古い信仰を
遺す松原諏訪神社における祭祀の形態を検
討することによって、諏訪社本宮の上社にお
ける御射山祭りの実態を探る手がかりを得
ることができた。さらには、諏訪社における
茅（ススキ）の信仰についても、さらに調査
を進める必要性も確認できた。 
(3)『大祝諏訪信重解状』を端緒として、大
祝家の信仰伝承に関する調査を行った。諏訪
市博物館には、『大祝諏訪信重解状』を含む
4,000 点を超える大祝家伝来の文書が所蔵さ
れている。それらは、一部を除いて、ほぼ未
調査のままである。そのような未調査の文書
群を取り上げ、それらに記載されている諏訪
の縁起や教義に関する伝承の位相について
考察した。その結果、たとえば、『大祝諏訪
信重解状』に見える諏訪明神と守矢大臣との
神戦譚は、明神と守矢の国譲り神話の様相を
呈している。これとほぼ同じ筋立ての類話は、
大祝家伝来の系図類における氏祖伝承に散
見している。このことから、当該伝承は本来、
大祝家とそれに仕える神長官守矢氏の所縁



を説く家伝であったことが判明した。ところ
で、室町期に台頭した大祝庶家の京都諏訪氏
が制作したテキスト類(『諏訪大明神画詞』
『諏方大明神構式』など)にも当該伝承の類
話が確認できる。しかしながら、京都諏訪氏
のテキストの方は、守矢を「神敵」と設定し、
大明神による降魔退散を主題とする筋立て
となっている。このことから、大祝本家の主
張する諏訪の信仰伝承と京都諏訪氏のそれ
とは明らかに主旨が異なっていることが確
認できる。その他にも、大祝家文書に含まれ
る新出の諏訪構式には、諏訪大明神が垂迹す
る際に携えていた真澄鏡に関する独自の由
来伝承など、当家特有の諏訪縁起が記載され
ている。このように、大祝家には、独自の言
説による諏訪の信仰伝承が存在していた。こ
のような大祝家独自の伝承の検証を通して、
当時、多彩に展開していた諏訪の信仰伝承の
諸相における中枢部分を明らかにすること
ができた。 
(4)諏訪上社における主要神事のひとつであ
る贄鷹の神事について、その実相を探る調査
を試みた。従来の研究では、当社の贄鷹に従
事したのは諏訪神党の一族である祢津氏で
あるとされてきた(『放鷹』、吉川弘文館、1931
年12月初版、2010年5月復刻など）。確かに、
同一族が鷹匠の家であったことは史実とし
て確認できるが、諏訪社と関わる鷹狩りに従
事したことを裏付ける記録類は存在してい
ない。さらには、多数のテキストが現存して
いる祢津氏所縁の鷹書類には、いずれも諏訪
信仰に関する叙述がまったく見られず、同氏
の鷹術と贄鷹の神事との関係性は希薄であ
ると想定される。一方、室町時代になると、
京都諏訪氏が洛中の諏訪社において贄鷹の
神事を実施していたとされる（『蒙求臂鷹往
来』による）。実際に、同氏が制作したとさ
れる鷹書類（天理大学附属図書館蔵『鷹聞書
少々』、永青文庫蔵『和傳鷹経』、宮内庁書陵
部蔵『鷹聞書 諏訪家傳 完』）には、『諏訪大
明神画詞』や『諏方大明神構式』に記載され
ている諏訪信仰の教義が引用されている。し
かもそれらは、いずれも『諏訪上社物忌令』
を原拠とするとおぼしき文言が大半を占め
るものである。以上のことから、京都諏訪氏
は、上社系の諏訪信仰を奉じる思想が反映さ
れた鷹術伝承を携えていることが明らかに
なった。ところで、京都諏訪氏は大祝家の庶
家である。そして、先述のように、彼らの鷹
術伝承は、『諏訪上社物忌令』の影響を強く
受けていることから、同氏が従事していた諏
訪社における贄鷹の神事は、上社(大祝家)の
系譜を継承していたことが窺える。それを踏
まえて、鷹書を通して明らかになる京都諏訪
氏の鷹術の実像を手掛かりに、その遡型とな
った大祝家による贄鷹の神事の実相をある
程度予想することができた。 
以上4点の成果については、論集『中世諏訪信仰

の歴史と伝承(仮)』（二本松康宏編集）にまと
めて 2017 年度中に三弥井書店から刊行する

予定である。 
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